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日本労働運動の復権をかけ、１０４７名闘争と動労千葉に支援と連帯を� 第３４号

解
雇
撤
回
・
Ｊ
Ｒ
復
帰
を
求
め
る
最
高
裁
署
名

９
万
３
８
０
４
筆
（
15
年
５
月
14
日
現
在
）

 ６・７日比谷公会堂へ大結集を！

　

安
倍
政
権
は
５
月
15
日
、
衆
院

に
安
保
関
連
法
案
を
提
出
し
ま
し

た
。
戦
争
と
改
憲
を
め
ぐ
り
本
当

に
正
念
場
を
迎
え
て
い
ま
す
。

　

戦
後
労
働
運
動
は
「
二
度
と
戦

争
を
く
り
返
さ
な
い
」
を
原
点
に

出
発
し
ま
し
た
。
労
働
運
動
が
問

わ
れ
て
い
ま
す
。
安
倍
政
権
に

と
っ
て
労
働
運
動
の
解
体
・
再
編

が
焦
点
に
な
っ
て
い
ま
す
。

　

昨
年
11
月
の
産
経
新
聞
コ
ラ
ム

で
櫻
井
よ
し
こ
は
、
連
合
の
現
状

を
「
地
方
に
行
け
ば
自
治
労
や
日

教
組
が
前
面
に
立
っ
て
、
い
ま
に

反
基
地
、
改
憲
反
対
運
動
を
や
っ

て
い
る
」
と
批
判
し
ま
し
た
。

　

櫻
井
は
Ｕ
Ａ
ゼ
ン
セ
ン
を
持
ち

上
げ
て
、
改
憲
・
原
発
再
稼
働
支

持
・
愛
国
主
義
の
も
と
「
官
公
労

と
決
別
し
、連
合
を
分
裂
さ
せ
よ
」

と
主
張
し
て
い
ま
す
。

　

こ
れ
は
一
評
論
家
の
主
張
で
は

あ
り
ま
せ
ん
。
戦
争
を
す
る
国
に

す
る
た
め
に
は
今
の
連
合
さ
え
認

め
な
い
安
倍
政
権
の
意
思
を
表
し

て
い
ま
す
。

　

朝
鮮
戦
争
の
直
前
に
も
当
時
の

ナ
シ
ョ
ナ
ル
セ
ン
タ
ー
産
別
会
議

が
解
体
さ
れ
て
、
占
領
軍
の
介
入

で
戦
争
賛
成
の
総
評
が
つ
く
ら
れ

ま
し
た
。
戦
争
と
労
働
運
動
の
動

向
は
コ
イ
ン
の
裏
表
で
す
。

　

他
方
、
櫻
井
の
主
張
は
労
働
運

動
の
存
在
と
可
能
性
に
対
す
る
恐

怖
と
危
機
感
の
表
明
で
す
。

　

戦
争
賛
成
で
始
ま
っ
た
総
評
で

す
が
「
教
え
子
を
二
度
と
戦
場
に

送
ら
な
い
」
を
掲
げ
た
日
教
組
な

ど
を
軸
に
左
転
換
し
、
ベ
ト
ナ
ム

反
戦
や
改
憲
反
対
を
闘
っ
て
き
ま

し
た
。
労
働
運
動
が
も
う
一
度
、

力
を
取
り
戻
す
時
で
す
。

　

戦
後
最
大
の
労
働
運
動
破
壊
攻

撃
で
あ
っ
た
国
鉄
分
割
・
民
営
化

と
闘
っ
て
き
た
国
鉄
闘
争
の
意
味

は
小
さ
く
あ
り
ま
せ
ん
。

　

国
鉄
闘
争
は
、
労
働
運
動
の
後

退
に
抗
し
、
労
働
運
動
の
変
質
に

歯
止
め
を
掛
け
て
き
ま
し
た
。６
・

７
集
会
は
、
国
鉄
闘
争
を
軸
に
階

級
的
労
働
運
動
を
甦
ら
せ
、
戦
争

へ
の
怒
り
の
声
を
結
集
さ
せ
る
集

会
で
す
。

【櫻井よしこ　美しき勁き国へ】
　「足は職場に、胸には祖国を、眼は世界に」
　民間労組、官公労決別を

…（中略）…連合内の民間労組組合員は５４０万、自治労や日教
組などの官公労は１２０万、９対２で民間労組が圧倒するにもか
かわらず、連合は基本的に官公労に引っ張られている。
…（中略）…主導権も自治労や日教組に奪われた。民間企業は常
に合理化する。地方に行けば行くほど、民間労組は少なくなる。
他方、県や市の労働組合である自治労や日教組はどの地方にも必
ず組織がある。こうして連合の地方組織はほとんど地元の自治労
と日教組のものとなり果てた。
　そしていま、連合の地方組織が連合中央の指示に従わない独走
が始まっている。連合本部は日米安保条約を容認し、時期尚早だ
が憲法改正は議論すべきだとしているのに対し、地方各地で反基
地、憲法改正反対運動が展開され、地元の自治労や日教組が前面
に立って旗を振るのである。

…（中略）…旧社会党は総評の崩壊と村山富市氏の路線変更で潰
れた。同じ論理で、連合、とりわけＵＡゼンセンの動きは政治の
大変革を促す力となる。ＵＡゼンセン以下民間労組は連合から分
かれ、再び健全な労組に立ち戻ることで、日本を自らが信ずる方
向に変えていくことができるのだ。
　世界は本当に大きく変わっている。日本は本当に大事な局面に
立っている。ＵＡゼンセンは日本最大の労組としても、真っ当な
保守の組織としても、日本の真の再生に貢献する責任がある。
　足は職場に、胸には祖国を、眼は世界に－先人の言葉をかみし
めて、官公労と決別し、連合を分裂させよ。

安倍政権の
戦争と改憲 最大の焦点は労働組合
労働運動の復権が戦争を止める力だ
国鉄１０４７名解雇撤回へ
国鉄闘争全国運動の本格的発展を
動労総連合を全国につくろう！

　国鉄闘争全国運動６・７全国集会
	 ６月７日（日）０時 30分開始（11時 30分開場）
	 東京・日比谷公会堂 
	 （呼びかけ）国鉄闘争全国運動


